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鉄道分野における外国人材の
受入れ企業の好事例



鉄道分野（車両整備）における特定技能外国人の受入れ企業の取組み例

東日本旅客鉄道株式会社（本社所在地：東京都） 東京総合車両センター・大宮総合車両センター
・特定技能外国人の出身国：インドネシア・ベトナム
・受入れ開始：令和７年度より

受入れ企業の紹介

○就労状況等のフォローアップ

✓ 就労後は日本人社員と同等内容のOff-JT、工具を用いた基礎技術技能研修、
クレーン、フォークリフトなど必要な資格取得を実施。OJTも日本人社員と同等。

✓ 車両整備に関する専門用語をピックアップして「鉄道用語100words」を作成。
母国語訳をつけ、難易度の高い用語理解をサポート。

✓ 他社員と同様、タブレット端末を1人1台貸与。業務に必要な情報へのアクセスを
可能にするとともに、必要な連絡などもTeamsを活用して実施。

✓ 面談では配属先管理者だけでなく、本社担当者等の人事関係社員も立ち会い、
状況をタイムリーに共有。

○生活サポート

✓ 自社独身寮に入居可能。
（福利厚生は基本的に日本人社員と同等メニュー利用可）

✓ 日本での生活にスムーズになじめるよう、寮ガイドの母国語訳版を作成。
✓ ムスリムの方が入居している寮では、寮で提供する食事に豚肉を使用している場合、

掲示しているメニュー表に「豚肉」マークを表示。
✓ 地元と共同開催した鉄道イベントにも参加。

受入れ企業の取り組み、工夫

✓ 日本は時間をしっかり守る国であるため、列車遅延を発生させないように業務理解
を深めて貢献したい。多くの人が利用する山手線に関わるメンテナンス業務に従事
できる点が、大きなやりがいである。

✓ ミスを起こすと大きな事故につながる業務が多いため、まず安全で正しい作業が最
優先である点を重要視している。日本の高い鉄道技術が組み込まれた車両を整
備できるのはうれしい。

特定技能外国人の皆さんの声

業務の様子
（パイプ曲げ加工）

東京総合車両センターの
特定技能外国人（前列5名）
後列6名＝同じ職場の技能実習生

✓ 特定技能外国人の皆さんは日本語能力が高く、通常のコミュニ
ケーションは問題なくとれている。技術習得の意欲も旺盛なので、
まずはしっかりと学び、いずれ伝える側に成長することを期待してい
る。

✓ 技能実習から特定技能になり、より責任感が出てきた。技能士な
どに挑戦して技術向上を図り、班長を目指してほしい。

受入れ企業の声

母国語（ベトナム語）版寮ガイド
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